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評価日 平成27年3月2日 評価日 平成27年3月9日

評価者・組織 運営委員会 評価者（いずれかに○）
学校運営協議会

学校評議員

分野 評価項目 自校の取組
アンケート項目・

各種指標
アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

自己評価に
対する改善策

学校関係者評価に
よる意見

学校運営協議会・
学校評議員による
改善に向けた支援
策

言語活動の充実
と授業改善

すべての教科において学び
あい学習やグループワーク
を意識して取り入れる等を
含めた授業改善。
学力向上プロジェクト委員会
の活発化

学校生活の向上と改
善のためのアンケート
調査

授業は分かりやすく工夫さ
れている９２%
授業では話し合い活動が
取り入れられている８５%
毎時間の授業で学習のね
らいが示されている８９%

読書活動の推進 朝読書の取組
昼休みや放課後の図書
館開館
ブックフェアーの開催
移動図書館

学校生活の向上と改
善のためのアンケート
調査

朝読書や家庭で進ん
で読書をしている７０%

⇒ ⇒

家庭学習の充実 毎日の英単語プリント
学習確認プログラムの
活用

学校生活の向上と改
善のためのアンケート
調査

家庭学習を毎日進んで
行っている６４%
学習確認プログラムを活
用し計画的に学習してい
る
６４%温かな学校・学

年・学級作り（協
働の意識）

毎日の全員清掃の取組
様々な学校や学年行事
の取組

学校生活の向上と改
善のためのアンケート
調査

温かな学校・学年・学級に
近づいていると思う９２%
学校生活全般として楽しく
充実している９３%

人権を尊重する
意識の向上

人権学習
性教育
国際理解教育
道徳・教科を通した人権教
育

学校生活の向上と改
善のためのアンケート
調査

いじめは絶対に許さないと
いう意識である９７%
他者を思いやるなど相手
の立場になって考えた行
動が出来ている９１%

⇒ ⇒
規範意識の醸成 生徒会を中心とした様々

な活動
学校生活の向上と改
善のためのアンケート
調査

校則はきちんと守れている
９２%
先生や来校者への挨拶、
礼儀、言葉使い、服装はき
ちんと出来ている９１%

基本的生活習慣
の確立

生徒会活動の活性化に
よる点検活動と呼びか
け・啓発活動

健康生活アンケート
　（小中連携）

朝食を毎日食べています
か８６％
平日ケータイ等の使用時
間２，３時間以上２９％

⇒ ⇒
生徒十訓の取組 生徒十訓の日

生徒十訓ばっちり週間

学校生活の向上と改
善のためのアンケート
調査

生徒十訓を意識して学
校生活を送っている８
３％

小中連携
小中各種主任会の実施
オープンスクールの実施 ⇒ ⇒

４

・「生徒十訓」への意識が
ある程度定着し、その取
組を基盤として、安定した
学校生活に繋がってきて
いる。
・小中一貫教育校創設に
向けて、研究授業や研究
協議の相互参加、授業参
観への参加等、連携を深
めることが出来た。

・生徒会を中心に、さらに
生徒自身が主体的に「生
徒十訓」の取組を推進して
いく。
・小中連携に関しては、小
中一貫教育校創設に向け
て、さらに細かく深い連携
を推し進めていく。

小中一貫校創設に向け
て具体的に進み出した
ので、今後のより細かい
動きに対しても情報交流
が大切である。
生徒十訓の取組は大切
であると思われるので、
引き続き継続していって
ほしい。

・地域と学校の架け橋と
なり、より支援を行って
いきたい。

　総括・次年度の課題

・学力向上においては、２年生を中心として大きく前進はしている。授業作りや学習課題に対する取組などの成果だと思われる。しかし、学ぶ意欲や学習意欲になかなか繋がっていかず、家庭学習時間の低さなど課題はまだまだ
　多い。これからも、自律的かつ協働的な学びというものを具現化していくことが重要である。
・心の育成は、人として自立していくための根幹であり、重点化していかなくてはならない課題である。生徒十訓の定着や道徳教育、生徒会活動の活性化に、より計画的かつ創意工夫が必要である。
・すべての学校生活の基盤は学級であり、一人一人が認められ、自己有用感の高い学級には、温かさが有り、間違いなく学力向上に直結すると思われる。その学級作りを重要な柱とした取組を推進していきたい。

4

独
自
の
取
組

3

健
や
か
な
体

・小学校と連携し、共通のアン
ケートを実施した。保健室来
室時の個別指導、保健便り、
掲示物を利用した集団指導、
委員会活動を利用しての保健
指導に取り組み、基本的生活
習慣の実態把握と確立に努め
た。

・生徒の健康課題を明確
化することにより、行動変
容に繋がる取組を推進し
ていく。
・保健便り等を通して保護
者啓発を行うとともに、保
護者との連携を深める。

・家庭における基本的生
活習慣を確立させること
が重要であると感じる。

・地域、家庭と学校との
連携を図るため、より支
援を行っていきたい。

2

豊
か
な
心

・学校内や地域への美化
ボランティア活動を通し
て、貢献できているという
自己有用感が育まれつつ
ある。
・学年作りや学級作りを通
して「仲間作り」が進み、そ
の結果としてリーダーが
育ってきている。
・３年生での茶道体験や
ふれあいトーク等を通して
地域交流を行い、様々な
人とのふれあいから、礼
儀作法や節度を持って望
む姿勢を形成するなど、
豊かな心の育成に努め

・生徒自主的に活動を行
い、達成感を持つことが出
来るような取組を、計画的
に且つ工夫していく事を推
進していく。
・生徒会活動をさらに活発
化させていく。
・道徳の教科化に向けて、
しっかりとした実践を推進
していく。
・全校清掃の取組は継続
して行い、生徒の協働意
識を高める。
・スマホやラインのトラブル
が増加している中、情報モ
ラル教育を計画的に行う。

学校行事によって、生徒
の成長が感じられた。特
に３年生が活躍し、学校
全体をリードしていること
を感じた。
家庭教育における大人
の意識の低さが多々見
受けられる。引き続き保
護者や地域に啓発する
機会が必要。

・地域の中で生徒の活
動の場を広げていくため
に協力出来ることは進
めていきたい。
・地生連等ともに協力を
図りながら啓発活動を進
めたい。
・地域や保護者の方たち
に、学校に足を運んでい
ただけるように様々な支
援を行う。

1

確
か
な
学
力

・各教科でグループ学習、
言語力の育成を意識して
取り組めた。
・学力向上プロジェクトや
教科主任会において、学
習確認プログラムや全国
学力調査の分析や交流を
図り、課題の共有に努め
た。
・研究授業や研究協議共
に教員が目的、研究主題
を意識して取り組むことが
出来、より深く研究が進め
られた。
・家庭学習の定着に向け
て、ノート作りにポイントを
置いて取り組みを進め、掲

・言語活動の充実や学び
あい学習については、取
組の中で不十分さを感じ
る部分もあるため、さらな
る工夫された取組を推進
していく。
・家庭学習の在り方に向
けた取組の再検討を行っ
ていく。特に、自学自習に
向けた取組の工夫を進め
ていく。
・授業規律の確立。
・家庭との連携を深める。
・学力向上プロジェクトをさ
らに機能させる。
・授業研修や授業公開を
行い、研究協議を深める。

・休日参観や平日の授
業参観、公開授業日等
を通して、概ね落ち着い
て授業を受けられている
と感じる。
また、工夫された授業の
様子などから学力向上
に向けた取組の意識の
高揚を感じらる事が出来
る。さらに、取組を推進し
ていって欲しい。

・家庭学習の環境や家
庭教育力の向上に向け
た、様々な啓発や支援
に対して出来る限り協力
していく。

平成２６年度　学校評価実施報告書                                                             (別添様式）
　２回目評価 学校名(　京都市立向島中学校　)
　・重点評価項目について評価・改善していくための個別評価項目の設
定
　・各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

・アンケート実施結
果，その他指標の結
果について整理

自己評価 学校関係者評価


